
一般作業者の 電 気 安全

はじめに

一般上場においてm~設備を取扱 う作業者は ，いわゆ

る11,t気Tーと —・一般エとに分けられるが，一般工のなかには

いまだなお，渇；灯が点じ，渭勁機M動きさえすればよい

というような安易な考えを持つているものがお り，した

がつて低J王沼気による被む者のはとんどが．喧気工以外

の一般工すなわち一般作菜者でJりる．

したがつて一般作業者の露気による災害を防止し，霞

気を安全に活用するために蚊も遺要なことは，配線，開

閉器，屯動機などの田気設紺の保全管理を，厳政に実施

することである．すなわち，電気設備はその使用状況を

監視し， 異状の有無に特に注意するとともに．年間を通

じた一貨した保守計画を樹て，それにしたがつて消掃，

点検手入などを実施し ・改修を必要とするものはその都

度改條するようにしなければならない．そのためには経

営者をはじめ，磁気係貝，職長．さらに一般作業者に至

るまで工場全体が一心同体となつて協力し合い努力する

ことが必要であるが， 中でも一般作業者は直接に砲気設

備を取扱うため • 特に電気に対する正しい理解と取扱い

について習慣づけることが大切だと思う．ここに一般作

業者のにめに、電気設備の安全な取扱いについて証述す

る．

トロリー線について

(1) トロリー線に近接して行う作業

天井起軍機，ホイストなどのトロ リー線は高所に架設

してあ るので ，経い屯撃でも ．その衝撃により墜落して

死亡することが多い．したがつて トロリ ー線の近くで，

修理および改滋の作業を行う際には ，必ず俎源を切り，

その上トロリ ー線が停四中であることを，検軍器などに

よつて確わない限り作業を行つてはならない．もしやむ

を得ない事惰によつて，霞源を切り停電させることb>で

さない場合には，接触するおそれのある作菜行動範囲F'S

のトロリ ー線には，絶縁用具などによつて完全に防設し

なければならない．

天井の低い建屋にトロリ ー・ ホイストが架設してある

場合には．パイ プなどの長尺物の取扱いについては特に

注意するとともに，それらが接陵せぬような防護枠を設

ける必要がある．

(2) 起重機運転室への昇降

迎転塞より地上へ降りる際に，正規の昇降路まで起箕

機を移動せず傍の鉄竹を利用して近道を利用しよう と

してト ロリ 一線に接績氾撃を受け墜落した例があ る．

運転室の昇降には，必ず定められた昇降路を通ることが

必要である．昇降路に1よその僻所に塗装するとともに，

危険表示灯を取付げるなど作業者に明確に分らせること

が望ましいまた特に作業者が接隕する危険があると思

われる個所には．保護枠の取付が必要である，

臨時配線について

(1) 配線の要点

臨時配線は安全上一般に安易に考えられがちで．相当

に乱暴な配線や，取扱いが多く• それが長期間にわたつ

て平気で使用されているので非常に危険である．臨時配

線は，配線方法に十分検討を加える必要がある．

作業現湯での配線は，取扱いが乱給なために被覆が損

傷することが多いしたがつて配線にはキャプタイヤ •

ケープルを使用して図 1のように床面上にはわせたよ

うな配線ばなるべ く避けたほうが良い．やむを得ない

圏 1 このような通路を横断する恥線はなる

べく避けfこほうが良い．

，
 



場合は，キャプタイヤ ・ケーブルに帆布類を巻いて袖強

したものを使用しなければいけないまた遁線やコード

などで通略を横断して配線することは絶対に行つてばな

らない．コー ド類は涅氣のある床にはわして使用して1;t

いけない．コードとコードを直接に接続し・その上をテ

ープ巻きしたものをよく見受けるが，その際にはコ ー ド

・コネクターを用いて接続しなければならない．犀内配

線との接続においても開閉沿， コンセントとプラグなど

を使用して確実に接続し， コードをO¥f接足内前線に接続

したり ，り瞑珈などに引つ掛けたりするようなこと：よ厳

に似まねばないない．

(2) 不用配線の処置

臨時配線などで不用になつた配線をそのまま放図し

ていた り，片付けた積りで咽柱に巻付けていたために，

他の者が取片づけようとして感湛した例があ るが，電灯

などを取外し，霞線駐不用になった掲合にはこれを完全

に取除いて111くこ とが必要であ る． 不用配線の撤去を励

行することは，‘湛気設備の安全管理J:極めて重要なこと

である， もし撤去すること柑困難であるか，あるいは将

来使用するにめに保存して悶＜楊合には，完全にテーヒ°

ングして危険のないようにいまた屯源を切つて1nくこ

とが必要である．

どんな場合でも配線に触れる場合には，それが侭電し

ている ことを自ら確認しなければ祁に活線として笹

戒すろことが望ましい．

開閉器類について

(1) ヒューズ

とュ ーズは ， 屋内配線において，配線問の短絡'~J故

ゃ， 過負荷などによつて，遣線や機械岱具などに過大な

電流の流れることを防止するための自動遮断装四として

広く使用さ れているIJ>'その取扱いが非常に悪いために

保安装区としての役を果さず，あるいはヒューズ自体の

溶断のために火傷または火災などの事故を起している．

したがつて ヒュ ーズの取扱いは最も霞要で， 次の点を十

分守らねばな らない．

a) ヒューズは，開閉器に表示してある適正な ヒュー

ズ容団のものを抑入する．

b) 銅線や鉄線などを勝手に挿入してはならない．

c) ヒューズには JISで規定されているツメ 付のも

のを使用しなければならない．

d) ヒューズの容祉の大 きいものの巾を切つて格下げ

したものを使mしてはならない (30Aのヒューズに

す る場合 60Aのヒューズをド分に切つて 30Aとし

IO 

図 2 1個の開閉器から 2同路接続して

はし けヽなtヽ．

て用いる）．

e) ヒューズは各相とも同じ容鼠のものを拝i入するこ

と．

f) ヒューズはゆるむことなく確実に取付けること．

(2) 開閉器の選定

充電部分の隔離 開閉器による災害の大部分は，充屯

部分の露出した開放ナイ フ・スイッチによるものであ

る．エ楊および事文場などでは硲出した開放ナイ フ・ス

イッチを往に取付：1たものがあるが，パイプなどの週搬

の際や，物につまずいた際に不用意に露出した刃に禎

れて感屯した例もあり ，作業者が接触するおそれのある

場所では，充咤部分が翫出した村がものナイフ ・スイッチ

はすぺて函の中に収め，蓋が開かないよう にして使用し

なければならない．その場合函はスイッチが十分収めら

れるだけの大きさのものを用意し， 苔が完全に締らない

ものであつてはならない．

また閲放ナイフ ・スイッチを函内に取付けたも のであ

つても，咤動機などの操作用として使用する場合には ．

スイッチの切り入れには函の蓋を開かなければならない

し，特に電動機の痴掌の湯合にあわててスイッ チを切ろ

うとした際に手が滑つて指がスイ ッチの刃に触れで感咀

したとい う例もあ るので，喧動機の操作用のスイッチと

しては充屯部分を恩蔽したままで操作がでさるカパー付

スイッ チ，金属函開閉器，硯磁開閉器などを使用しなけ

ればいけない．

断路用と操作用の混用 カットアウト ・スイ ッチを屯

灯の点滅用として使用されているのを見受けるが，カッ

トアウト ・スイ ッチは故陪点検， 修理などの際に回路を

切 り離すために使用するものであるため，負荷を頻繁に

OO閉する操作用耕拇澤として匹灯の点滅などに使用して

はならない．



場合，例えば攪拌機の付いたタンクの中で修理作業中，

(3) 開閉器の取付 他の者が誤つて探拌機のスイヅチを入れて しまい，タン

開閉器の取付位置 開閉器は操作するために便利で， クの中にいた作業者が団低したという こと もあり，この

点検．ヒュ ーズの取替など容易にでさる（立沼に取付ける よう な場合には必ずそのスイッ チのヒ ューズを取外して

こと．刃型開閉器の場合には切替用のものを除いて，開 おき，スイッチを入れても機様/J>動かないようにしてお

放しにときに刃が同路の負（韻側になるように取付け，田 くと同時に，スイッチには r修理1和などt:)株示札を掲

源間が上部且荷側が下部になるように取付けて使用す げ，貨任者名を明示しておくことが大切である．白盛な

る． どで甚いておくことはIll!追い易いので絶対にしてはなら

開閉器の）胡囲は常に消潔にし，可燃物など近くに阻か ない．

ないようにするまたOO閉器の前には操作の妨げとなる

よ うな品物を詔いてはならない. cs) 分電盤

開閉器の接続開閉器には一回路宛接続する．図2の 充電部分の隔繋 分筍盤ば 一般作業者が不用意に接

ように二回路以上接続することは望ましくなやい むを 袖しないように函および扉を設け．充匹部分が表面に需

得ず二回路を接紐するには．端子をこれに適する構造に 出しないようにしなければならない．特に起．屯機の運転

することが必要である． 窒は，作業場所が狭いために． 仕市が休みの間に足を延

標示および塗装 開閉器には挿入するヒューズの容紐 ばして休憩しようとした松1こ，背が露出したスイッチの

を検討し，貨任者名とともに圏 3のようにヒューズの容 刃に/~れて感屯したという例もあり，運転室内に充遺郊

量を標示しておき，召任の所在を明確にしなければいけ 分の露出を避けることが望ましく．こうした楊所ではカ

ない．また開閉器採作用押釦スイッチの表面や開閉器函 パー付ナイフスイッチを使用する必要がある．

の蓋の裏側は警戒色（橙系統）で塗装し，操作者の注意 標示および塗装 蓋および扉の外側には責任者名を様

を喚起することが望ましい． 示し，各開閉器には回路名およびヒューズ容品を表示し

ておかねばならない．衷面には笞戒色（橙系統）を発り

し4) 開閉器の操作および保守 開いた場合または開いたままで放侶レた場合一般作業者

開閉器の開閉操作 特に刃型開閉器を投入する場合に の注意を引くようにして描かねばならない

は投入前に回路に異状がないか確かめ，万ー，ヒューズ 清掃分霞盤は常に消潔にし，函内には品物を四か

が溶断した場合のことを考慮して，開閉器に顔を近づけ ないように しなければならないまた図4のように分術

ないで速やかにしかも完全に投入する．開いた場合でも 盤の前に操作の妨げとなる品物を屈いたり，周囲には，

ハンドルを完全に開き，決して半開きの状態で囮いては 絶対に燃え易いものを図いてはならない．

ぃ：ナない．不用意に投入されることがあるので注意を要

する．また開閉採作ば必らず乾いた手で行うこと．

ヒューズの取替 ヒュ ーズ溶断に際しては，ヒュース・

が溶断した原因を確め．開閉沿をよく消掃した上で栢示

通りの容硝のものを正しく取付ける．溶粒の附若がはな

はだしい勘合には，溶粒が導体となつて回路が切れなか

つたり，短絡した りする 乙とがあるため，ヒ ューズが溶

断したときには必ず溶粒の附莉を取らねばならない．

開閉器の補修 開閉器が破損した場合には直ちに取替

えること ．特にカバー付ナ イフ・スイッチのカパーは，

工場などでは器物が当り破担し易く， 充電部分が露出し

て焔前の危険があるまた開閉器の接触子が溶担したり

するのでよく点検し，不具合なものがあれば取替え，常

に完全なものを使用することが必要である．

開閉盤の内部は常に消掃し，ヒ ューズの溶粒，座埃な

どが堆栢しないようにしなければならない．

点検および修理中の保守 機械を点検したり修理する
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屈 3 スイッチにはヒュ ーズ容位を表示し，

ヒューズは常に表示と同じ容：限のもの

を挿入して脳かなければならない．



操作 分箪盤は，操1乍や回路の点検などに使利な位

磁に取付け，分俎盤の操1乍には濡れた手で操作してはな

らない．また分電盤の前にはなるぺく絶縁台やマットを

沿さ，操作に際しては自分の体を絶絃した後操作するこ

とが咆ましい．

電動機類について

(l) 電動機の清掃

鹿埃の多い場所にある湛動機は．座埃が堆fi'lするため

に過熱するおそれがあるので， i肖抽をよく行い油の切れ

ることのないように注意しなければいけない．

また開放製の逍動機を屋外で，雨露にさ らして使用し

てはならない．これは，捲線の絶縁が劣化し短絡を生じ

て焼損する原因となる．

(2) 配線との接続

，，荘動機の リード線と配線との接続個所のテープ巻が完

全でなく ，テービングが外れ，心線が露出している もの

がある．フ レームや他の電線と接俎しないように完全に

テーl:ング しておくことが必要である．可搬式霞動工具

とi!J.線との締付ネジは使用中振動により緩み易く，淵喝

の原因となる．したがつて使用中には特に注意するとと

もに使用前には必ず点検することが辺ましい，

ペルト ・コンペアなどの移動用渭動機の口出線は盤物

を当てて被狡を損艇し，測濯の原因になることが多い．

したがつて口出線の部分には図 6のように保護枠を設け

被覆が損傷しないようにするしとが望ま しい，

r
 

閾＇ 
図 4 分常盤の前には操作の邪炭になる梯子

やその他のものを囲いてはいけない．

(3) 移動用電動機の接地

ポンプ，ウインチ，ペルト ・コンペアなどのように移

動して使用する機械9こ附属した屯動機では，常に移動し

て使）I]するためとかく接地せずに使用してi届屯事故を起

し勝ちである．したがつて次のような配線をすることが

望ましい．

a) ',0:ill/J機とは別に完全な接地極および接地用配線を

設け，屯動機用開閉溢に接地線を配線しておく．

b) 屯動機の溝線とともに接地線を配線して接続し．

機械を移勁しても常に佃Jj)J機のフレームは接地され

ているようにする．

c) 'cl1動機の蒋線にはなるべくキャプタイヤ ・ケープ

ルを使用することが望ましく，この場合には必ず接

地線を含んだものを使用する．

d) コンセン トを使用する場合は接地極のついたもの

を使用する．

(4) 電動工具の接地

可搬式の屯気ドリルやグラインダーなどのケースは，

ほとんど接地されていないためケースに漏電して感屯し

た例がある．したがつて氾動工具への接地は次のように

配線するのがよ い．

a) 喧勅工具を使用する場所には接地極のついたコン

セントを設け，接地線を配線して岱<.

b) 頃相用には 3心. 3相用には 4心のキャプクイヤ

・ケープルを用い， l線を接地線として使用し，屯

図 5 分匹盤の取付f(慣が尚いと操作1う同略

の点険保守を行う場合に困難である．

12 



図 6 屯動機からの口出し 線は外船のために

破裂が阻偏し易いのでこのように保設

することが笠ましい．

源に接続すれば必らずケースが接地されるようにす

る．

電弧溶接について

(1) ホルダー

',It弧溶接作業において発生している感1ftの大部分は，

ホルダーの露出充屯部さや溶接棒の付け替えの際，その

先船に接阻したものである．事業垢におけるホルダーは

大部分が充屯部分り；露出した構造のもので，その上取扱

いが荒いために破損したも の駆多い．したがつてホルダ

ーは常に破損のない完全なものを使用し，でされば露出

充霞部分の隠蔽された絶縁＊）レダーの使用駐望ま しい．

またホルダーの先端が極度に溶阻しているものは取替え

たがよし‘•

溶接棒を差替えると~(よ，慎虹．に行い，無別をしては

ずしたはずみにホルダーおよび溶接棒の先端が身体に陥

れる ことのないように注意し，溶接棒が溶接中ホルダー

のクランプ部からはずれることのないように確火に取付

けて使用しなければならない．

(2) 溶接回路用ケープル

UI業場における溶接回路用ケープ）レの収扱いは屈10に

示すような極めて！思い例は別としても，被覆が1只傷し，

心線が露出したままの状態で，平気で使用されている．

被覆損楊個所が他の金凪拗に接触していたために漏堪に

より不意に感電したという例もあり，ケープルは良質の

キャブタイ ヤを使用し，使用前によく点検して被悛の損

梃部は直に補修して使用しなければならない．特に溶接

場に器物が雑然としているときや，通路を横断して使用

しているために迎搬事などがケープルに乗り上げるおそ

れのあるところでは，ケープルをできるだけ短く配線す

るように溶接機を移動して使用するか，溶接機を移勁し
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て使用できない場合には通路横断の部分だけでも架空に

百L線して使用する ことが望ましい．

(3) 作業休止時の処置

作業休止なので溶接作業者が，作業場所を離れた際，

人夫が作業場所を沌掃するためホルダーを片附けようと

して触れて，感氾した事故がある．このような作業休止

時あるいは他の用1Jj"で作業場所を離れる場合には．必ず

俎源を切り，スイッチに休止中の表示をかけてお くかま

にはホ _Iレダーの近くにケープル ・コンネクタ ーを設け，

作業休止時にはホ）レダーを取外して附くことが望ま 1__,

ぃ．ケープル ・コ ンネクターを使用すろ湯合には必ずコ

ンネクターの凹邪1え屯源側に，凸部はホJレダー側に取け

け．取ク几した掲合露LL¥した充宙部分がないよう！こ接続し

なければならない．

('I) 保護具

逹ぅも眼錢 溶接f乍文者は，溶接作業中には必ず遮光眼

鋭を使用し，溶接のアークより眼を保談しなければなら

ない．遮光眼絞に使用するガラスは電気溶接用として特

に選定されたものを使用することまた側Jjからの電弧

を受ける場合にはヘルメット型，シールド型の追光保護

具の使用が望ましい．

また作業補助者も必ず保幽眼鋭を使用し，ガラス部が

上下に開閉できるも のおよび側部にシールドを備えたも

のが便利である．

手袋．作業服 浴接作菜者は，湛弧の輻射熱や金糾飛

沫に対して字および手類を保護するため，また手からの

感屯を防止するために手袋を用いなければならない．作

図 7 コンセントは吊り下げた状懐で使用し

てはいけない．



図 8 コンセントはこのように確実に取付け

て使用しなければならない．

業中手の汗によつて湿気を帯びた手袋は．乾煉した新し、

いものと取り替えること．このほか肩，腕，膝あるいは

腔なども金属飛沫や輻射熱から保殺するために常に屹娩

したH当，腕当，脚絆あるいは胸前掛を若用することが

望ましい．

達光衝立および逹光幕 電弧の強烈な有害線は，相当

の距離まで逹するので，その周辺の人にまで被害がおよ

ぶことが多い．したがつて小物の溶接の場合には溶接者

1人ととに間切りを設けて固定した衝立を用 い たがよ

い大物の作業または移動して行う溶接では，携帯用の

筏立や硲を用意し，その都度使用するのが使利である．

(5) 溶接作業場

溶接作業場の近くには油，木府．塗料，ボロなどの燃

え易いものを臨いてはいけない．また器物を散乱させず

整然として置かなければいけない．ガゾ リンのドラム缶

などのような危険性料品の容器の溶接には．作染に沿手

する前に寿門知識のある資任者によつて爆発性ガスの有

無を検知してもらい，全くないことを確認した後でなけ

れば作業してはいけない．また亜鉛メッキの銅板の溶接

の場合は有宮ガスが発生するので．できるだけ通風のよ

い展開した場所で行うか．通風をよくした状限で行うこ

と．

(6) 接地

溶接作業場には完全な接地線を設備し，被溶接材にこ

れを直接．接続するか，または金盤に完全に接続して作

菜を行うこと接地の接続が不完全であつたり，接地線

が切れかかつていたりすると，その個所が過熱したり．

霞圧の降下を招くことがあるので，注意しなければなら

ないまた建屋に接地するようなことは厳に慎まなけれ

ばならない．

電熱器類について

(1) 設置場所

田熱器類は火災の原因になることが多いため，その取

扱い：ま特に注意しなければならない．特に笛熱器類は定

められた設備湯所以外では絶対に取扱つてはいけない．

もし定められた設備場所がなければ安全な場所を選定し

てもらい，周囲には可撚性の物を絶対に殴かないように

しなければならない

(2) 配線

m熱器類への配線はピニール線は熱に弱いために使用

してはならないまた屯熱器類には，必ず00閉器を取付

けて使用しなければならない．

(3) 表 示

開閉器には必ずヒューズの容凪および取扱者の名郎を

記入して租埠，また作業終了後の切り忘れがないように

ランプにより表示することが大切である．

照明および照明器具について

(1) 明るさ

工場内の照度は一般に低い．工場が暗いといろいろの

僻物にmいて事故を起したり，作業者が視力の低下や体

カの消耗から思わぬ災害を起すことが多いまた作業能

率や生産を低下させ，エ湯経営にも与える影醤は大き

圏

四り n 移動して使用する電動工具はキャプタイヤ

コー ドが長いために取扱いが困難である．

従つて適当な長さ毎に接続郡を用うるが．

このよ うに継めておけば便利である．
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電 気 の 安 全 点 検 表（一般作業者用）

設 備 別 点 検 項 目

ト ロ リー線

臨 時配線

ヒ ユ
｀` 

ー ス

開 閉

分 電

I①作業者が接歯する恐れのある部分には接触防止措懺りゞとられているか．
②接近して作業する場合には電源を切つているか，または保護具を使用しているか

①恒久的に使用していないか．
②乱雑に配線していないか．
③通路を地面にはわして横断しているものはないか．
④被覆が損傷していないか．
⑤不用になつたものでそのまま放置されているものはないか．
⑥コード相互およびコードと既設配線との接続にぱ接続＇品を使用しているか．

①開閉器に表示されている容量のものか．
i②各相とも同じ容量のものか．
③確実にゆるまないように取付けられているか．

①開放ナイフスイッチを露出したままで使用していないか．
②開放ナイフスイッチを操作用として使用していないか，
③操作および点検に便利な位閥にあるか．
④周囲に可燃物はないか．開閉沿の前に障碍物はないか．

器 I
⑤開閉沿内部1ま清掃されているか．
⑯カパースイッチのカパーが破損しているもの 1よないか．
i⑦ハンドルが損傷しているものはないか．
⑧刃がぐらついていないか．
⑤操作者およびヒューズの容量が表示されているか．
⑩点検，修理の際の表示は実行されているか．

①操作および点検に便利な位置にあるか．
②凋囲に可燃物はないか．分濯盤の前には障碍物はないか．

盤 ③内部は清掃されているか．
④蓋は完全に取付けられ，確実に締るか．
⑤回路名，ヒューズ容量，責任者の表示はあるか．

接 続

電 動

溶 接

および溶接作業

電 熱

照明 関係

I① '.Jケットやローゼットから何本もコードが分岐されてないか．
器 ②コンセントの破咀または接阻不良ぱないか．

I③ローゼットの取付不完全なものや破損したものはないか．

I①清掃がなされているか．
機 ◎接続部は完全1こテープ巻きしてあるか．

①電動工具の接続部がゆるんでいないか．
④接地は確実にとつてあるか．

I①ホルダーの破損および溶損はないか．
I②溶接用ケーブルの被覆の損傷はないか．
③通路を横断して配線していないか. -

機
④作業休止時ホルダーが活きたまま放骰していないか．
⑤遮光眼鏡，手袋は使用しているか．
⑥遮光衝立，幕は使用しているか．
⑦溶接現場附近に燃え易いものがないか．
R換気，通風はよいか．
⑨接地線が切れかかつていないか．
⑩接地を建屋にとつていないか．

I①附近に燃え易いものはないか．
器 ②ビニール線を使用していないか．

I③切り忘れの防止措閥があるか．

①作業面および通路の明るさはよいか．
②作業の邪魔にならないか． （電灯の位置）
③反射笠は清掃されているか．
④電球が破損または点灯しないものはないか．
⑤反射笠が破損しているもの 1まないか．
R移動灯はガードをつけて使用しているか．
⑦キャブタイヤコードを使用しているか，また被覆の損傷はないか．
③移動灯のコードを釘にかけて使用していないか．
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ぃ．したがつてエ拐照明：よ安全で快滴な作業閑境をつく

るものでなければならない．

一般にエ湯内での照明では通路が最も暗いとされてい

るが， この湯合でも薔通に新聞v_,)字が読める程瓜の明る

さが必要と思われる．局部照咀では明るい程よいが大体

100~ 200ルックスが必要である．局部照明の場合取付

場所は特に考怠し，作業に邪腐にならない位器で，作業

面に影ができない位紺を選ぶことが大切である．また，

まぶしさを除さ作業面を明る＜するにめに深い反射笠を

有効に使用することが必要である．

t 2) 保守および清掃 回 IO 溶接同路用ケープルの被覆の損低し

工場の照明甜具は般埃や媒煙のために汚れ易く，その たものは感霞の危険があるためテービ

ためにそれに光が吸収され．また犬井，墜等が自然に汚 ングして絶緑しておかなければならな

れて反射率が悪くなり照度の低下することが多い．した い．

がつて清掃は照明器具の保守に極めて訊要であり ，定期

的に行うようにしなければならない特に反射笠の消掃 し，災害の要因を早期に発見して，予防椙図を講ずる

は頻繁に行う必要がある．また電球の切れたもの，破損 か，または正道に戻すようにしなければならない．そし

したものなどはその都度取替え，常に-定([.)明るさを保 て常に安全な設備で安心して働けるような環境を隙成し

つているようにすることが肝要である．さらに器物を運 て行 くことが大切である．なお参考としてチエックリ ス

搬するために甜物によつて破損され易い場所の宙灯には 卜を記載したが，お役に在てば幸甚だと思う ．

寵球を保設するために保護枠を取付けて使用することが

望ま しい．
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(.3) 移動灯

屋外作業などで常時照明を必要としないところに移動

用の手提灯を用うることがあるが，手捉灯は必ず保護枠

のあるものを使用し，移動中恰物にぶつけて屯球を破壊

しないように注意しなければならないまた，手捉灯の

コードを利用して吊下げて使用しているものは危険であ

る．必ず引掛けかざで落下しないように確実に吊下げて

使用すべきである．ボイラー，クンクその他の金屈容器

内で使用する場合は， 1心源屯J王が24V以下のものを使用

しなければいけない．

安全点検

安全点検は職場内における湛気設佃や作業行動など．

災笞の要因となるものを探し出すために有効な手段であ

る．そのためには是非ともチエックリス トを作成してお

かなければならないわれわれの問囲にある屯気設備や

それを取扱う作菜行動はしらずしらずのうちに災害の要

因となつていることがしばしばある．そしてそれが何時

惑電事故や』火災などの災害となつて表面に出るかわか

らない．したがつて職場内における菰長や一般作業者は

各々 ()>チエック リス トによって，定期的に職堤内を点検
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